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Methylchlorophenylisoxazolylpenicillin(メ ト シ リ ンS)

の 眼 内 科 行 と 感 受 性 試 験 成 績 に つ い て

徳 田 久 弥 。右 田 寛

熊 大 眼 科

(昭和38年7月27日 受付)

Methylchlorophenylisoxazolylpenicillin(メ トシ

リンS)の 眼 内移 行 と,眼 起 炎菌 のこれ に対す る感性分

布を調べた ので報告 する(他 の合成ペ ニシ リンとの詳細

な比較検討 は,研 究 者のひ と りであ る右 田が おつて発裏

す る予定 である)。

1.メ トシ リンSの 眼内移行

実 験 方 法

実験 には2kg前 後 の成熟 白色家兎を用いた。投与 量

は筋 注例 では50mglkgを,経 口投与例 では体重 を とわ

ず一律 に250mgを そ のま ま投与 した。被検 サンプルは

血清 と第1房 水 及び第2房 水(第1房 水 採取 後30分 た

つた のちに再 生 され る房水で,そ の姓状 は血漿 に非 常に

類似 した ものであ る。炎 症時及び外傷眼 の眼 内移行 は,

第1房 水 におけ る値 よ りも,第2房 水に おける値 の方が

臨床上 よ り合理 的な指標 となる)で ある。房水 はいずれ

も少量 しか採取で きないので(約0。15ml)多 くの実 験

は両眼 か らの採取 液を混合 して行 なつた。例数 は各 々4

羽つつ を原 則 とした。測 定時閻は投与後1時 間 と2時 間

である。測定 法は,ブ ドウ球菌209P株 を用 い重層 法に

よつた。

実 験 成 績

第1表 に示す通 りである。 即ち投与量が少 ないに もか

かわ らず,筋 注の方が 内服 よりも血 清 ・房水 へ の移行量

は明 らかに大 であ る。

また一般に投与1時 間後 の値 の方が2時 間後 よ りも大

であ るが,特 にその傾向は筋注 の場 合の血 清 と第2房 水

の場 合に著明であ る。 しか し内服 の場 合の血 清内移行値

は1時 間 と2時 間値 で殆 ん ど差が な く,第2房 水で も同

第1表 メ トシ リンSの 家兎前 募内移行(mcglml)
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()は 平均値を示す。

じよ うな傾 向が認 め られた。

筋注 の場合 の血 中濃度 と房水中濃度 の比 は,ペ ニシ リ

ンGの 場合が 大体10:1で あ るか ら,そ れ に くらべ ると

メ トシ リンSの 第1房 水中 の移行 は余 りす ぐれた もので

はない。 しか し第2房 水中へ の移行 はか な り良好 で あ

る。 これを他の合成べ 晶シ リン と比較 してみ ると,血 中

濃度 は 内服 の 場合AminobenzylPC(ピ クシリン)に

つぎPhenoxyethylPC(シ ンセペ ン),Phenoxypropyl

PC(シ ンセペ ンP)よ りやや まさつ ている。 これ らの う

ち ビクシ リンの移行が最 もす ぐれ,こ とに滞留性 におい

てもまさつ てい る。

一 方,内 服に よる房水 内移行 はやは りビクシ リンが よ

く,メ トシ リンSは 他 の合成 ペニシ リンよ りはやや劣 る

よ うである。 したがつて麦粒腫や眼瞼膿瘍,眼 窩蜂箕織

炎 の ような,血 管に富んだ眼球附属器 の感染症 の場合に

は内服 で もよいが,眼 球 の外傷,眼 内感染症 の場合には

筋注 の方がのぞ ましい。

2.眼 病 巣よ り分離 したブ ドウ球菌 に対するメ トシリ

ンSの 抗菌力

麦粒腫,薩 毛性眼瞼縁炎,眼 瞼膿瘍 その他の眼感染症

の病 巣か ら得 られた28株 のブ ドウ球菌 につ いて,各 種

合成 ペニシ リンの抗菌力を比較検討 した。そ の結果は第

2表 に示す 通 りであ る。なお シンセペ ンP,ビ クシ リン,

第2表 ペ ニシ リン類 のブ ドウ球菌 に対す る抗菌力

感齢 朴(鮒 《%)
メ トシ リンSO%78.6%78.6%10・7%

シ ンセ ペ ンP21.428.650.010.7

シ ンセ ペ ン17.935.753.621.4

ピ クシ リ ン21,425.046.425,0

ベ ニ シ リ ンG14.310.725.042・9

第3表 諸 抗 生 物 質 の ブ ドウ球 菌 に 対 す る抗 菌力

辮 升(揖 ナ ー(%)

フ ラ ジ オ マ イ シ ン53.542.996。40

カ ナ マ イ シ ン35.760.796.40

ク ロ ラ ム64 .328.693.93.6
フ ェ 邑 コ ー ル

エ リ スnマ イ シ ン71.417.989.310・7

オ レ ア ン ドーマイ シ ン37.044。481.411.1

テ ト ラサ イ ク リ ン60.77.167。83.6

ス ト レ プ トマ イ シ ン18.544.462.929.6
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メトシ リンSの 抗菌力は結晶を用 いた平板 寒天稀釈法 に

よつた。判 定は最小阻止濃度o.2ulm1以 下 を感性(帯),

1.Ou./ml以 下:(昔),10.Ou/m1以 下:(+),10.Ou加1

以上 を不感受性(一)と した。 表 にみ るよ うに,感 性

(帯)と(升)を あわせた ものの パーセンテージは メ ト

シ リンSが 最 も大 で78.6%を しめ,不 感受性株 の頻度

も10.7%で 最 も少 な く,合 成ペ ニシ リン4種 とベニシ

リンGの 間 では,ブ ドウ球菌 に対 して最 も感性が大 であ

ることが判 明 した。

っいではシンセペ ンP.シ ンセペ ン,ピ クシ リンの順

であって,当 然 の ことなが らペ ニシ リンGが 最 も低感受

性であつた。

同じ株 について調べた他の抗生物質 の抗菌力は第3表

に示す通 りであ る。即ち フラジオマイシン とカナマイシ

ンは殆ん ど同 じ感性 を示 し高感性株 の頻度は96.4%で

あり,不 感受性 株 の頻度は0で,現 在眼科領域 における

ブ ドウ球菌感染症 に対 して用 い らるべ き第一選 択 の抗生

物 質である ことが わか る。つ いでは クロラム フエニ コー

ル,エ リス 戸マイシンが よ く,オ レア ン ドマイシンが こ

れ につ ぐ。 メ トシ リンSは このオ レア ン ドマイシン とほ

ぼ 同程度 の感性分 布 といえる。

結 語

MethylchlorophenylisoxazolylPenicillin(メ トシ

リンS)の 家兎前房 内移行は,内 服 の場合血 中移行 に く

らべやや劣 るが,筋 注 の場合にはかな りの程度に移行を

認め る。 こ とに第2前 房水中 の移行は 良好 である。

眼病巣 より分離 した ブ ドウ球菌 の メ トシ リンSに 対す

る感受性 は,か な りす ぐれて お り,合 成ペ ニシ リンの う

ち では最 も高い感性分布 を示 した。他 の抗生物質 との比

較 ではオ レアン ドマイシンに類似 して いた。
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す。




